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　翼　体制（う整倫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　1の基本方針に迩べられた計画の目標を達成するためには、早

，で悪に津切な体制を確立して本格的に宇宙三三に取回む必要がある。　1

　・この冷め、次により体制の整備を図る。、

　¢宇画歴委負会の強化　　　　　　　　　・
　　　宇宙醗の進展によ齢すます複雑かつ高度でとする鍛漁．

」噸を二二難ずるため・宇宙麟委員会を増強む・常蜘

　　委員を置くものとずる。　　辱　　　’　　　』　・　　　’

　②・宇雷醗血忌の新設

　　　’人工三二囎・ケットの麟暎施細め壁は、瓜ぐ轡．

　　’瞭簡から人材礁集し・動的嫌壷中翫行なつてこれ｝　’

　　脚三二雛鱈るこ乏が必安であり、このため、挽在の宇宙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　囲知離本髄廃些し・耕たに・特殊法人宇宙醗媒団を紅

　　回する・本線蹴・叶ヅ坤よ醜腱鎌離の藩論よぴ

　　試作・・ケットおよ麻主醒の打上げおよび追蹴らぴにご

　　紡秘要媚究紘ぴ隷を動かつ効率的賄なうとと’も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に・その高鍋耀の一回靖を瞭研究醗懲の共用に，

　　供しうるような機関とする。　　　　’

③宇翻三局山隠　　♂ゼ
　　　宇宙開発委員会Q強化・宇雷門発事業団6新設等により＿層

　　増大する行政事務を的磁に処理するため、宇宙開発局を新設する。

　㈱　国立試験研究機関の充実，

　　　わが国の二二灘錦鷹紛るため、上記6葡の整
備とあいわて・蹴試鰍究紬猿イピ充実する』

■一．、



ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委／2、一3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・3！03’0

一宇宙開発計画策定のための部会ρ設麗について（案）

孟’設　　置

　　輝醗論の舞礪ずる顛の縫・審読行なう摩め・

宇宙麟委員会に開発言画齢都参・・ケット開発計画都会およ

　び人工衛星開発計画三会を設置する。　・・

・z　審論方針・。　　・’　　　　．　　’・一．

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　ロ

　　．上芦己三門儲ける三四三三足回す繍項の鞭、

繍は・隔和44三冠ける宇三三蝋韻の三品三針

　および碗算要求三二について」’（・43¢11委負会決定）で述べ

凹凹鍛盤として二三の丙外の宿細変化紬案しつ

つ調和4蜂脚ら彫5撫雌の間に鋤る入工鯉紘、

ぴ人工衛皇打上げ用妨ツトの醗・．〈工衛星の打上げおよ碗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

3麟噸．
　　各部今の審i議事項は、次のとおり．とナる。’　　　　　　　　　・

　（！）開発計画総合部会　　　　．

　　　ロケツ麟騨会拶呑蹄星幽陣鄙会織る
　i審議の総合訥整を行なう．とどもに・開栄体制ぐ興除勘力、信轍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

〆．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、
　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　’　　　　　　　　　一　　　　．

　　瀬・人膿成環盤僻他の融め熱志しない事項に・
　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　　　　　　　　　搬る計三ついて締を行なう・・　　　．　・

　②　ロケット開発計画都会　　　　　　’　’　

　’人工衛皐打上げ用ロケットの開発訂画なら、ぴにこれに必要な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　万猷論の蹄および人材の確保に歯ずる誹薗について審諦

　　行なう。　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　，各種人工三三の開莞・打上げおよび追跡に團する計画ならびゼ6．

　　にζ二三要田設瀟め翻㈱よぴ人材の確保鞭する計

　　画につ1いて番議を行なう。

艦　幣　．成

　　三都箱・撒！の委員凹田委負をも？て轍する・

よ、亀蕃ii論期間

巴鴨1肋ら開始し岬解解戸までに終ること

6　そ：の池，

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　’

す轡聴鵜血行良う　カ1で1るも勉
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計画総合都会

　　　　　三

都会長

都会構成（案）・

　　　員

山県醤夫付載搬蝦
　大　野　勝　三　国際幽々㈱相談役1

専門委負．

、冨　地．政　司　元東京大学教授』｝

　神　原　量三　科学技術参議第ノ都会専門委負
　　　　　　　　　（㈱日立二二所中央三三所長）

林レ　毅東京大学工学繊友一

大庵寵光・灘激論遡融宇雷’
　　　　　　　雄　慶応大字工字三教撹　佐々木　　　　　篁

　池田文雄尊修大学法学都教授

　　　　　　　　経涛関係，・

　　　　　　　　　　〃

　溝呂木　　　繁・通信衛星蕗歯舞蔀（郵政大庫官房長）

　島居辰次郎セナー㈱社長

　千賀鉄也．経団連常務理事

’天瀬金蔵日産自動章㈱常務取締役‘、

水野 @治右川騨髄帆瀬蔽
平9山　広・次回凌車工栗㈱常務駅縮碓

、

　　　　　　　　　　　　　　　　’専門委員　　　　　　　　　’

森田’
ｳ典跡織三田轍’

　馬場一：也科学技術庁長官官房長・・

・重　：光　　　昌　外務省国際連令局長

宮地・　茂文部省大学学術局長

　朝・永，良夫工菜技術院長’
　　　　　　　　　　　　　　　　1∂　，

井幽囚．弘齢四大髄房冗官，
　石川忠天郵政省電漉監理局長
　　　　　　　　　ヨ　　　　　ず　　コ

志．村清二鰍大回厳

梅沢邦臣科報術庁鯛穐局喪

た
’　

／

㌔
．

へ

戸rl

●眼

●
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ロケット開発計画部会

　　　　委．負

一パ

都会長

　　　　　　♪　　　　　　　　　．、　　　　　　・

　吉識雅夫学術振奥会理事長　　‘

專門委員

　佐　貫　亦〕男　日本大学主学都教授

　新　継・一一　郎　明治大学停学都門授

　渋谷．階下文部省大学学術局審議官

　玉・木・章　夫　東京：夫学宇宙航；空研究所教授

　野　村　民　也∴東京大学宇宙航空研究所教投・
　＼　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『’

　安藤艮天東京犬学工学都教硬

　謝　厭　宗　登　科学技術庁宇宙朗莞参事官

山回正男確宇鰍三下究所二四矯

黒田挙弘稲聯灘本巨細発官．
荒木・透金嗣料技門門所鎌四四良

海田二一甑蝶大下魚詣
珂野僧艦門門次長
和気忠文昨・ケット醗騰会三三

木工武政・日野空礫会幣醇
秋，田＼ D雄石川島播磨重躁㈱技研次長

佐廉、三郎旭化成㈱火韓顯長

戸　田　康　明　日産自動車㈱航空：宇宙事莱鄙長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

専門委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

萩原　　毅三菱士RW㈱技師長

積畳　義一郎●三菱重工榮㈱宇宙機器開発室長
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　＼
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衛星臨発計画部会　，　・　　、

　　　　　委，　貞　　　　　　　　。・・

　部会長　　関　　　義　長　三菱電機㈱会長

　・．・’●ン一門弓鳴　　　　　　『　’　　　　　

　　㊥」　宮　地　政’司　元東京大学教授，

　　㈱　、　渋　谷　敬　三　文都邑大学学術局審議官

1、　1㌦　斉　藤　成　文　東京大学生産技術研究所教授　・

　　　　　　平尾邦雄東京大学宇宙航空研究所教授ψ

　　　　　　竹内端夫東京大享東京天文台助教ヨ受

．　㈱　　．謝　敷．’宗’登　科学技術庁宇宙開発参箏槍

　　　　　村・松笠也｝宇宙隔完推進本都第4開先グノセーブ
　　　・、　　　　　　　　　主任開発官

　　　　　　暮　．清．工莱技術三三～長

　　　　　木’村小一一電子航法勧・究所衛星航法鄭長　・

　　　　　川’上　喜代四海上保安庁水蹄部参事嘗　　

　　　　　、斉藤錬一気象庁騨蔽　’

　　　　ン右川1晃夫郵政省電波監理局無線通信部長

　　　　　車井正」・電波砺究所衛星囲発部長一

　　　　　原　田美道　国土地理二型地部長
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